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(57)【要約】
【課題】無線接続される超音波プローブを含む超音波診
断装置において、周辺に複数の超音波プローブが存在し
ても、目的の超音波プローブと容易に無線接続を確立す
ることができるようにする。
【解決手段】装置本体１０には、当該装置本体固有の装
置キーが付与されている。ワイヤレスプローブ１２には
、当該プローブ固有のプローブＩＤが付与されている。
装置本体には、プローブＩＤを格納する領域２２が設け
られ、ワイヤレスプローブには装置キーを格納する領域
２４が設けられている。装置本体は、格納されたプロー
ブＩＤに対応するワイヤレスプローブに対してのみ呼び
出しを行い、ワイヤレスプローブは、装置キーに対応す
る装置本体の呼び出しのみに応答する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置本体と、装置本体と無線接続された超音波プローブとを含む超音波診断装置であっ
て、
　装置本体には当該装置本体に固有の装置キーが付与され、超音波プローブには超音波プ
ローブごとに固有のプローブＩＤが付与され、
　装置本体は、プローブとの無線接続を確立する装置本体接続制御部と、プローブＩＤを
格納するプローブＩＤ格納領域を有し、
　プローブは、装置本体との無線接続を確立するプローブ接続制御部と、装置キーを１個
のみ格納するキー格納領域を有し、
　装置本体接続制御部は、プローブＩＤ領域に格納されたプローブＩＤが付与された超音
波プローブのみを呼び出し、プローブ接続制御部は、前記呼び出しに対し、この呼び出し
を行った装置本体の装置キーがキー格納領域に格納された装置キーに一致する場合にのみ
、これに応答する、
超音波診断装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の超音波診断装置であって、装置本体には、応答のあった超音波プロー
ブのリストを表示するリスト表示部を有する、超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に関し、特に装置本体と超音波プローブが無線接続される超
音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置において、装置本体と、超音波プローブを無線接続した装置が知られて
いる（例えば特許文献１参照）。超音波プローブが有線接続されている場合には、接続さ
れている超音波プローブは目視により確認することができ、また、複数の超音波プローブ
が一つの装置本体に接続されている場合であっても、超音波プローブの選択は、プローブ
が接続されているコネクタを特定し、指定することにより容易にできる。無線接続用の超
音波プローブ（以下、ワイヤレスプローブと記す。）が装置本体の周辺に複数存在する場
合、確実にプローブの接続を確立する必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２７５０８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　装置本体が、周辺に存在する複数のワイヤレスプローブと通信し、応答があったワイヤ
レスプローブを全て表示して、この中から使用するプローブを選択しようとすると、毎回
多くのプローブがリストにあがり、操作が煩雑になる。
【０００５】
　本発明は、装置本体とワイヤレスプローブの接続を簡易に確立することができる超音波
診断装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の超音波診断装置は、装置本体と、装置本体と無線接続された超音波プローブと
を含む超音波診断装置であって、装置本体には当該装置本体に固有の装置キーが付与され
、超音波プローブには超音波プローブごとに固有のプローブＩＤが付与され、装置本体は
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、プローブとの無線接続を確立する装置本体接続制御部と、プローブＩＤを格納するプロ
ーブＩＤ格納領域を有し、プローブは、装置本体との無線接続を確立するプローブ接続制
御部と、装置キーを１個のみ格納するキー格納領域を有し、装置本体接続制御部は、プロ
ーブＩＤ領域に格納されたプローブＩＤが付与された超音波プローブのみを呼び出し、プ
ローブ接続制御部は、前記呼び出しに対し、この呼び出しを行った装置本体の装置キーが
キー格納領域に格納された装置キーに一致する場合にのみ、これに応答する。
【０００７】
　また、装置本体には、応答のあった超音波プローブのリストを表示するリスト表示部を
設けるようにできる。
【発明の効果】
【０００８】
　一つの装置本体に対して、その装置本体に付与された装置キーを格納している超音波プ
ローブだけが接続可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施形態の超音波診断装置のシステムを示す図である。
【図２】ワイヤレスプローブの登録作業を説明するシーケンスチャートである。
【図３】ワイヤレスの超音波診断装置の使用状態の一例を示す図である。
【図４】ワイヤレスの超音波診断装置の使用状態の一例を示す図である。
【図５】ワイヤレスの超音波診断装置の使用状態の一例を示す図である。
【図６】ワイヤレスの超音波診断装置の使用状態の一例を示す図である。
【図７】ワイヤレスの超音波診断装置の使用状態の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態を、図面に従って説明する。図１は、装置本体１０と、ワイヤ
レスプローブ１２からなる超音波診断装置のシステムの概要を示す図である。図示する例
では、装置本体１０は２個、ワイヤレスプローブ１２は３個を含む。二つの装置本体を区
別するために、一方を装置本体１０Ａ、他方を装置本体１０Ｂと記す。図示するシステム
において、装置本体１０Ａは、この装置本体固有のコードである装置ＩＤ；「ａ７１２３
４５６」を付与されている。この装置ＩＤに基づき、ワイヤレスプローブ１２との通信を
確立する際に用いられる装置キーが作成される。この実施形態では、装置ＩＤそのものを
装置キーとして用いる。つまり、装置本体１０Ａに対応する装置キーは「ａ７１２３４５
６」となる。装置本体１０Ｂの装置ＩＤは「ａ７９５４３２１」であり、装置キーも同様
に定められている。
【００１１】
　ワイヤレスプローブ１２にも個々のプローブを区別するために、そのプローブ固有のプ
ローブＩＤが付与されている。３個のワイヤレスプローブを区別するために、これらをワ
イヤレスプローブ１２Ａ、ワイヤレスプローブ１２Ｂ、ワイヤレスプローブ１２Ｃと記す
。それぞれのプローブＩＤは、ワイヤレスプローブ１２Ａから「ｐｒｂｓ１２３４５６」
、「ｐｒｂｓ１５４６９８」、「ｐｒｂｓ５４６８７７」である。
【００１２】
　装置本体１０のそれぞれには接続制御部１４とアンテナ１６が設けられ、ワイヤレスプ
ローブ１２にも接続制御部１８とアンテナ２０が設けられている。これらの接続制御部１
４，１８、アンテナ１６，２０により装置本体１０とワイヤレスプローブ１２が無線接続
される。
【００１３】
　装置本体１０は、過去に無線接続されたワイヤレスプローブ１２のプローブＩＤを格納
するプローブＩＤ格納領域２２を含む。また、ワイヤレスプローブ１２は、過去に無線接
続された装置本体１０の装置キーを格納する装置キー格納領域２４を含む。図示するシス
テムにおいては、装置本体１０Ａ，１０Ｂ共に３個のワイヤレスプローブ１２Ａ～１２Ｃ
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のプローブＩＤが格納されている。ワイヤレスプローブ側では、ワイヤレスプローブ１２
Ａ，１２Ｂにおいては、装置本体Ａの装置キーが格納され、ワイヤレスプローブ１２Ｃに
おいては装置本体Ｂの装置キーが格納されている。
【００１４】
　ワイヤレスプローブ１２は、そのプローブに格納された装置キーにより特定される装置
本体とのみ通信可能である。その結果、図示するシステムにおいては、装置本体１０Ａは
、ワイヤレスプローブ１２Ａ、１２Ｂのみ接続可能であり、装置本体１０Ｂは、ワイヤレ
スプローブ１２Ｃにのみ接続可能である。
【００１５】
　装置本体１０へのプローブＩＤの登録、ワイヤレスプローブ１２への装置キーの登録は
、ユーザによる登録作業により行われる。図２は、装置キーおよびプローブＩＤの登録作
業の流れを示すシーケンスチャートである。ユーザは、登録しようとするワイヤレスプロ
ーブの登録スイッチをオンに操作する（１００）。ワイヤレスプローブは、通信許可要求
を行う（１０２）。このとき、ワイヤレスプローブは、プローブＩＤを装置本体に送信す
る。装置本体は、ワイヤレスプローブから登録要求があった旨、表示等によりユーザに報
知する（１０４）。ユーザは、登録を許可し（１０６）、この許可指示により装置本体は
通信許諾の指令をワイヤレスプローブに対して行う（１０８）。ワイヤレスプローブは、
装置本体に対して、装置キーを要求する（１１０）。装置本体は、すでに受信しているプ
ローブＩＤをプローブＩＤ格納領域に格納する（１１２）。また、装置本体は、装置キー
をこのワイヤレスプローブに対して発行し（１１４）、ワイヤレスプローブは、この装置
キーを装置キー格納領域に格納する（１１６）。ワイヤレスプローブは登録完了を装置本
体に知らせ（１１８）、装置本体は通信完了を返す（１２０）。ワイヤレスプローブは、
通信完了の処理を行い（１２２）、ユーザに対してこれを報知する（１２４）。また、装
置本体も通信が完了したことをユーザに報知する（１２６）。
【００１６】
　図３は、ワイヤレスプローブ１２Ａを装置本体１０Ａに登録した状態を示す図である。
装置本体１０Ａは、登録されているプローブＩＤが付与されているワイヤレスプローブ１
２Ａを呼び出し、ワイヤレスプローブ１２Ａは、登録されている装置キーの示す装置本体
１０Ａの呼び出しに応答することにより、通信が確立する。図４は、装置本体１０Ａに対
し、新たなワイヤレスプローブ１２Ｂを登録した状態を示す図である。ユーザは、二つの
プローブ１２Ａ、１２Ｂのいずれを使用するか、装置本体１０Ａ上で選択する。例えば、
装置本体１０Ａには、登録されているワイヤレスプローブを特定するための情報、例えば
プローブＩＤを表示する表示部を設け、表示されたプローブＩＤをキーボードで入力する
などの操作によりプローブの選択を行う。ユーザが選んだワイヤレスプローブ（例えば１
２Ａ）に対し、装置本体１０Ａは呼び出しを行い、このプローブ１２Ａは、この呼び出し
が登録されている装置キーが示す装置本体１０Ａの呼び出しであるか確認し、そうであれ
ば呼び出しに応答する。
【００１７】
　図５は、３個目のワイヤレスプローブ１２Ｃを装置本体１０Ａに登録した状態を示す図
である。装置本体１０Ａは、３個のワイヤレスプローブ１２Ａ，１２Ｂ，１２Ｃのいずれ
かを選んで使用することができる。ワイヤレスプローブ１２Ｃは、装置本体１０Ａに登録
される前は、装置本体１０Ｂに登録されており、プローブの装置キー格納部は、装置本体
１０Ｂの装置キーを格納していた。プローブの装置キー格納部は１個の装置キーのみ格納
するものであり、ワイヤレスプローブ１２Ｃを装置本体１０Ａに新たに登録した時点でそ
れ以前に格納されていた装置キーは削除される。一方で、装置本体１０Ｂにおいては、ワ
イヤレスプローブ１２ＣのプローブＩＤは、格納されたままである。しかし、装置本体１
０Ｂからワイヤレスプローブ１２Ｃを使用しようとしても、装置本体１０Ｂは、ワイヤレ
スプローブ１２Ｃに格納されている装置キーが示す装置本体ではないので、この装置に対
しては応答しない。この結果、装置本体１０Ｂは、ワイヤレスプローブ１２Ｃを使用でき
なくなっている。装置本体１０Ｂにてワイヤレスプローブ１２Ｃを使用する場合には、再
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【００１８】
　図６は、図５に示した状態から、装置本体１０Ｂにワイヤレスプローブ１２Ｂを登録し
た状態を示す図である。ワイヤレスプローブ１２Ｂにおいては、装置キーが更新され、装
置本体１０Ｂを示す装置キーが登録される。装置本体１０Ａに格納されたワイヤレスプロ
ーブ１２Ｂを示すプローブＩＤは維持される。また、装置本体１０Ｂには、すでに格納さ
れているワイヤレスプローブ１２ＣのプローブＩＤに加え、ワイヤレスプローブ１２Ｂの
プローブＩＤが格納される。図６に示す状態では、装置本体１０Ａとワイヤレスプローブ
１２Ｂの通信を確立することはできなくなる。
【００１９】
　図７は、図６の状態から、さらに新たなワイヤレスプローブ１２Ｄを装置本体１０Ｂに
登録した状態を示す。ワイヤレスプローブ１２Ｄは、装置本体１０Ｂに登録しただけであ
るので、装置本体１０Ａには、そのプローブＩＤは格納されていない。この状態で、装置
本体１０Ａにおいて、使用できるワイヤレスプローブの検索を行うとき、装置本体１０Ａ
は、格納されているプローブＩＤ、すなわち過去に通信が確立したワイヤレスプローブに
対してのみ検索する。したがって、この検索対象に、ワイヤレスプローブ１２Ｄは含まれ
ず、装置本体１０Ａは、ワイヤレスプローブ１２Ａ，１２Ｂ，１２Ｃに対して検索を行う
。前述のように、このときワイヤレスプローブ１２Ｂは、装置本体１０Ｂに対して登録が
なされており（装置キーが書き換えられている）、装置本体１０Ａの呼び出しに対し応答
しない。装置本体１０Ａは、応答がなかったワイヤレスプローブ１２Ｂが、他のプローブ
と区別されるように報知する。例えば、当該プローブの表示の輝度を低下させる。また、
探索の結果、通信接続が可能なワイヤレスプローブ１２Ａ，１２Ｃは、使用可能であるこ
とをユーザに報知する。この報知は例えば、プローブにＬＥＤ等の発光手段を設け、これ
を点灯または点滅させることにより、使用可能であることを示すようにできる。
【００２０】
　以上により、従来の有線接続の超音波プローブを、コネクタの抜き差しで装置本体に接
続し利用する場合と同様の感覚で取り扱うことができる。
【符号の説明】
【００２１】
　１０，１０Ａ，１０Ｂ　装置本体、１２，１２Ａ，１２Ｂ，１２Ｃ，１２Ｄ　ワイヤレ
スプローブ、２２　プローブＩＤ格納領域、２４　装置キー格納領域。
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